
令和元年11月1日 北海道医報　第1214号 18

　８月27日（火）本会と北海道保健福祉部ならびに

道立病院局と懇談会を開催した。

　まず、長瀬会長、橋本保健福祉部長、田中道立病

院部長よりそれぞれ挨拶があった。

　橋本保健福祉部長は挨拶の中で、当会の日頃の協

力に対する謝意の後、本年度は北海道創生総合戦略

に掲げる重点プロジェクトを中心に、少子化対策や

経済活性化に係るさまざまな基盤づくりを進め、現

行戦略による取組をしっかり検証し、新たなステー

ジを見据えた次期戦略の策定に向けた検討を進めて

いく必要があることなどについて説明があった。全

国を上回るペースで高齢化が進んでいる本道におい

ては、道民誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし

続けることができるよう、道と医師会とが今まで以

上に協力していく必要があると述べた。

　また、田中道立病院部長から、昨年４月に北見赤

十字病院による指定管理者制度を導入した道立北見

病院で病院間の医療従事者の相互応援がこれまで以

上に活発となり、制度導入の効果が表れてきたと感

じているほか、残る５つの病院についても、若干で

はあるが一昨年度を上回る医業収益をあげているこ

となどが説明された。

　その後、意見交換が行われ忌憚のない質疑応答が

行われ、今後とも北海道の医療の維持発展に向けて

互いに協力しあうことを確認した。
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